
《1》2次方程式の解と係数の関係 

 ax2 + bx + c = 0  a ≠ 0( )の二つの解をそれぞれα,  β とするとき、 

  
α + β = − b

a

    αβ =   c
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 ［証明］ ax2 + bx + c = 0  a ≠ 0( )の二つの解をそれぞれα,  β とするとき、 

  a x −α( ) x − β( ) = 0  

  と因数分解されるから、これを展開すると 

  ax2 − a α + β( )x + aαβ = 0  

  元の式と係数比較すると、上記の結果が得られる。 

※	
 この証明は重要で、途中の式が出題されることもある。 

《2》3次方程式の解と係数の関係 

 ax3 + bx2 + cx + d = 0  a ≠ 0( )の 3つの解をそれぞれα,  β,  γ とするとき、 

  

      α + β + γ = − b
a

αβ + βγ + γα =   c
a

              αβγ =   − d
a
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 ［証明］ax3 + bx2 + cx + d = 0  a ≠ 0( )の 3つの解をそれぞれα,  β,  γ とするとき、 
  a x −α( ) x − β( ) x −γ( ) = 0  

  と因数分解されるから、これを展開すると 

  ax3 − a α + β + γ( )x2 + a αβ + βγ + γα( )x − aαβγ = 0  

  元の式と係数比較すると、上記の結果が得られる。 

※	
 この証明は重要で、途中の式が出題されることもある。 

 

形を見ればわかるように、基本対称式になっているから、対称式･交代式問題や求値問題で頻出

である。 


